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  今月の内容  
■2019年度　重点項目および予算
■豊島区民社協の会員について
■豊島区民社協に新しいキャラクターが誕生
■地域の活動
■豊島区民生委員児童委員協議会の活動紹介
■ご寄附をありがとうございました

「群馬県館林市役所」　写真…千葉　光雄



1．‌�地域福祉活動計画に基づく 
豊島区版「地域共生社会」づくりの推進

　平成30年3月に改定した「地域福祉活動計画（としまNICEプラン）」に掲げる取組み方針「区民ミー
ティングを活用した小地域福祉活動の推進」及び「コミュニティソーシャルワークの推進と地域福祉活
動のネットワークづくり」等の計画事業を着実に実施し、豊島区版「地域共生社会」の実現に向けた取
組みを推進します。

２．社協職員の人材育成と職員研修事業の拡充

　豊島区版「地域共生社会」の実現など、新たな地域福祉課題に柔軟に対応できる人材を育成し、組織
として各職員や専門職の担う役割・機能を明確に定め、適切に配置し、職員間の連携を図っていきます。

3．‌�コミュ二ティソーシャルワーカー（CSW）の増員による 
地域共生社会づくりの推進と地域福祉活動の充実

　コミュ二ティソーシャルワーカー（CSW）を今後計画的に増員し、「地域福祉活動計画（としまNICE
プラン）」に掲げる“めざすまちの姿”「誰もが安心して暮らせるまち」「新たな支え合いのあるまち」「地
域の元気が見えるまち」「協働のしくみを活かすまち」の実現を担います。

4．市民後見人養成講習の開催

　急速な高齢化の進展に伴い、認知症高齢者の増加が予測されています。豊島区では、一人暮らし高齢
者の割合が高く、家族からの支援が得られにくい状況にあり、本人の権利擁護のため、市民後見人の育
成が急務となっています。
　そこで、平成28年度に引き続き、2019年度は豊島区と連携して、第2回市民後見人養成講習を開催
します。認知症や知的障がい、精神障がいのある方等、成年後見制度の利用が必要な方が地域の中で適
切な支援を受けることができるよう、共生社会の実現に向け権利擁護の推進と市民後見人の育成・支援
を豊島区との協働で進めて参ります。

� （単位：円）
勘　　定　　科　　目 予　　算　　額 前年度予算額 増　　　　減

会費収入 7,540,000 9,220,000 △ 1,680,000
寄附金収入 4,502,000 5,502,000 △ 1,000,000
経常経費補助金収入 203,564,000 205,317,000 △ 1,753,000
受託金収入 248,907,000 239,503,000 9,404,000
事業収入 17,925,000 18,892,000 △ 967,000
介護保険事業収入 7,089,000 7,563,000 △ 474,000
その他の収入 9,363,000 9,664,000 △ 301,000
施設整備等による収入 1,000 1,000 0
その他の活動による収入 900,000 900,000 0

収　　入　　合　　計 499,791,000 496,562,000 3,229,000
人件費支出 391,537,000 390,022,000 1,515,000
事業費支出 42,035,000 42,704,000 △ 669,000
事務費支出 46,101,000 45,611,000 490,000
分担金支出 69,000 69,000 0
助成金支出 30,658,000 31,376,000 △ 718,000
その他の支出 28,000 36,000 △ 8,000
施設整備等による支出 611,000 3,388,000 △ 2,777,000
その他の活動による支出 8,336,000 8,177,000 159,000
予備費支出 1,000,000 1,000,000 0

支　　出　　合　　計 520,375,000 522,383,000 △ 2,008,000
当期資金収支差額合計 △ 20,584,000 △ 25,821,000 5,237,000

　我が国は、少子・高齢化が急速に進行する中で、人口減少という課題にも直面し、今後の社
会の構造やシステムは大きく影響を受け、早急な対応を余儀なくされています。
　昨今、心身状況の悪化や生活困窮、借金、社会的孤立等の問題が重なる複合的課題を抱えた
人（家族）が増えており、このような人たちの生活課題を個人の問題としてとらえるだけでな
く、その地域にある生活課題としてもとらえて「我が事」の地域づくりを考えていくことがこ
れからの地域福祉を考えるうえで重要な視点になります。
　豊島区民社協は、長年にわたり地域福祉の中核を担い、地域住民とともに地域づくりに取り
組んできましたが、平成21年度からコミュニティソーシャルワーカーの配置を受けて、「我が
事」の視点から複合的課題を抱えた人への個別支援や住民参加の地域活動の立ち上げ及び後方
支援、地域活動のネットワーク構築、住民への福祉意識の醸成等、より多角的に活動を推進、
実践してきました。
　今後も一人ひとりの幸せを追求するとともに、福祉的観点から全世代がつながる地域コミュニ
ティ活性化に向けて、住民とともに各事業の推進、実践を図ります。また区民、地域団体、学校、
行政等、多くの皆さんの参画を得て、豊島区民地域福祉活動計画「基本理念：優しさと強さが響
きあう福祉のまち」を策定し、地域共生社会の実現に向けて課題解決に取り組んでいきます。

社会福祉法人 豊島区民社会福祉協議会

2019年度　 重 項点 目
　2019年度豊島区民社会福祉協議会事業計画ならびに収支予算が、理事会（3月11日）
評議員会（3月27日）の審議を経て、承認、決定いたしましたので、お知らせします。

社会福祉法人 豊島区民社会福祉協議会

2019年度　 予 算
2019年4月1日〜2020年3月31日
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　賛助会員　大光電設株式会社�

　大光電設（株）は、昭和44年2月に設立し、創業
50年になる会社です。目白4丁目に本社を構え、生活
に欠かせない電気を街や施設に送る工事や携帯電話等
の通信環境を整える工事などを行っています。
　当社は、住民参加型の防災訓練や子ども110番、福
祉作業所への空き缶の寄附などの活動を日々行ってお
り、いざという時の頼れる存在として地域で根付いて
います。
　防災の日に合わせて毎年開催している防災訓練で
は、目白協和会の方々をお呼びしてポンプ式消火器
を使った消火訓練やAED体験、防犯グッズの説明会、
包帯の巻き方など、普段体験できない本格的な訓練も
行っています。
　子ども110番では、学校やPTAと連携し、子どもが
ケガした時や不審者にあった時など、何かあった時に
いつでも駆け込める安全な場所として地域で知られて
います。
　このような活動の背景には、日頃からの地域交流が
あります。朝、建物周りを清掃している時などの挨拶
や世間話をすることで、自然と地域との関係が深ま
り、地域住民も交えた企画が増えていきました。

豊島区民社協の会員について
区　　分 対　　象 平成29年度会員数 平成30年度会員数

（2019年3月29日現在）

個人会員 個人単位 4,080件 3,920件
団体会員 団体、町会・自治会等    323件    322件
施設会員 社会福祉施設      58件      55件
賛助会員 企業等    138件    137件

合　　　計 4,599件 4,434件

　豊島区民社協では「誰もが安心して暮らせるまち」を目指して、地域で活動する団体・サロンの支援
や地域課題の把握、解決に向けて、福祉サービスや相談活動、ボランティア活動の支援などに取り組ん
でいます。会員会費は、その貴重な活動資金として重要な財源となっています。
　現在、会員数は減少傾向にあります。2019年度は会員増強の取り組みに力を入れ、一人でも多くの
皆様に会員になっていただけるよう呼びかけをしていきます。

　　会員の地域貢献活動 �

　この春、豊島区民社会福祉協議会の新しいキャラクターとして、
かわいい女の子が地域の仲間入りをします！

　キャラクターデザインは、ふくじいをデザインした
漫画家の福田健太朗氏に再びお願いしました。

　この子の名前は、現在区内の子どもたちに選んでもらっています。
　6月以降にホームページや広報誌で名前を発表しますので、

楽しみにお待ちください！

豊島区民社協キャラクター
ふくじい

わしの孫を
紹介するぞ

プロフィール
ふくじいの孫娘
近所に住むおじいちゃんと探検や宝さがしを
するのが好きな女の子
豊島区の安心安全を守る正義の味方に憧れて、
ふくじいのパトロールにいつも一緒に行って
います

豊島区民社協では、企業・団体会員の皆さんの地域活動を応援しています。

▲ �防犯グッズとAEDを戸外に設置し、いつ・だれでも使用
できるよう設置場所や使い方を訓練時に伝えています。

AEDの操作訓練風景

ポンプ式消火器の実技演習

地元の消防団と一緒に

AED設置表示とこども110の表示
（通りから見やすい場所に表示）

地元小学校の児童さんからの
お礼の手紙
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⃝生活福祉部会
「『くらし・しごと相談支援センター』が設置され、就労・
自立を目指す人に対して23区でトップクラスの支援を行っ
ている。また、地域に8050問題があることについて」

⃝高齢者福祉部会
「医療機関を退院後に低額で利用で
きる施設開設の計画の有無や無い場
合に受けられるサポートについて」

⃝子育て支援部会
「子育てサロンを実
施していく中で、行
政で行っている『赤
ちゃん訪問』での情
報を共有できないか」

⃝児童福祉部会
「区立の小・中学生を対象に学校
訪問時や登下校時に『すまいる
マーク』を携帯し見守り活動をし
ているが、幼稚園・保育園等も対
象に周知していただけないか」

⃝障害福祉部会
「豊島区内の公園のトイ
レに入る際に車両進入止
めのバリカーが設置され
ているため、トイレを使
用できない公園がある」

⃝主任児童員部会
「豊島区内でボール遊びができる公園
は9か所しかなく、園庭のない保育園
も増えていることから、子どもの体
力・コミュニケーション向上のため
の安心安全な遊び場づくりについて」

　平成31年3月25日、としまセンタースクエア
にて平成30年度の総括として、合同民生委員児
童委員協議会が行われました。
　豊島区民生委員児童委員協議会では、高齢者福
祉部会・児童福祉部会・障害福祉部会・生活福祉
部会・子育て支援部会・主任児童委員部会の6つ
の部会に分かれて学習会や見学会を行っていま
す。そこから見えた課題について、各部会長から
豊島区職員へ質問し、豊島区の考えや取り組み方
針について行政の意見を聞くことで、今後の民生
委員としての役割や意識を再確認しました。

《各部会の課題・質問事項》

豊島区民生委員児童委員協議会の
豊島区内に6地区の民生委員児童委員協議会（巣鴨・池袋東・池袋西・高田・長崎第一・
長崎第二）があり、各地区で取り組んでいる活動などを紹介しています。

活 動 紹 介
豊島区合同民生委員児童委員協議会

御嶽神社節分祭　 御嶽神社

　平成31年2月3日（日）、池袋3丁目にある御嶽神社
で節分祭が行われました。200人近くの人々が集まり、
福を掴もうと手や袋を高く上げて、夢中になって豆を
追いかけました。豆は、神社で祈祷されていますの
で、多くの豆を手にしたい気持ちになります。また、
今年は神社前のみたけ通りの工事が終わり、広くきれ
いな通りになったこともあり、昨年よりも明るい雰囲
気で開催することができました。
　この節分祭には8つの町会が参加しており、1町会ず
つ順番にそれぞれの町会の半纏を着て舞台に上がり、
1年間の幸せを願って豆まきを行います。また、子ど
も達の下校時間に合わせて午後3時から開催され、老
若男女様々な世代の方々が毎年楽しんで参加されま
す。子どもたちには参加賞のお菓子やくじ引きも用意
されており、待ちにまった地域の行事の1つとなって
います。

桜里まつり　 染井よしの町会

　平成28年5月28日に染井よしの町会（現会長 中山裕）は新潟県魚沼市
小出北部コミュニティ協議会と友好交流協定を結びました。これは豊島区
と魚沼市の友好関係が土台になっています。
　協定を結んで以来、両地域は文化交流や人と人との交流を行っています。
　また互いの地域の情報交換を密にし、予期せぬ自然災害などが起きたと
きには助け合う約束をしています。
　春の桜の時期には小出の方々が染井よしの町会の桜里まつりに参加して
います。また染井よしの町会は6月に行われる小出のしねり弁天たたき地
蔵祭に参加してい
ます。
　互いの地域のお
祭りを通して友好
交流をしています。

豊島区で行われている地域の活動を
ご紹介しています。地 域 の 活 動 

▲ �御嶽神社は池袋西口一帯の鎮守社とされています。 
古くより防災厄除けの神徳があると伝えられています。

▲ �小出のしねり弁天たたき地蔵祭に参加した時の様子

▲ �混声合唱団みみずくによるオープニングセレモニー 
地域住民からのご寄附で作られた新ユニフォームを初披露

▲ 学習会の様子

2019年は民生委員・児童委員の一斉改選の年です。
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ご寄附をありがとうございました 2018年12月1日〜2019年2月28日

御篤志に心より感謝いたします

寄附金12月（敬称略）
月　日 寄附者氏名 金額（円）
12月  3日 秋森 和 10,000
12月  6日 渡辺歯科クリニック　渡辺 三雄 50,000
12月18日 アゼリア会 20,000
12月19日 江口 トヨ 2,000

12月20日 株式会社ワイズマート　
代表取締役社長　吉野 秀行 200,000

12月26日 豊島区明るい社会づくりの会 500,000
12月26日 宗教法人　真如苑 300,000
12月27日 匿名 30,000

合計 1,112,000

寄附金1月（敬称略）
月　日 寄附者氏名 金額（円）
  1月  7日 匿名 30,000
  1月11日 そごう・西武労働組合池袋支部 18,000

  1月15日 公益社団法人　
東京都豊島区歯科医師会 50,000

  1月17日 重林寺　池袋本町中央町会 185,530

  1月18日 大正大学
浄土宗仏教青年会 42,325

  1月24日 匿名　未使用切手換金分 2,744

  1月24日 公益社団法人　
全日本不動産協会豊島・文京支部 100,000

合計 428,599

寄附物品12月～1月（敬称略）
月　日 寄附者氏名 物　　品
12月  5日 株式会社　光通信 お米（30年産2㎏京都府産こしひかり）
12月20日 株式会社　光通信 お米（30年産5㎏石川能登産こしひかり）
12月25日 株式会社　光通信 お米（30年産1㎏北海道産ななつぼし、2㎏長野県白馬村産ゆめしなの）、ふりかけ、鮭フレーク、海苔
12月25日 株式会社　光通信 ブルーベリージュース、ジャム、ソース
12月27日 株式会社　マックス 干支石鹸100個

  1月  9日 セゾン自動車火災保険株式会社 
損害サービス第一部 卓上、壁掛けカレンダー約200冊（段ボール3箱分）

  1月23日 さくらんぼの会 EPSONプリンター　EP802A
  1月28日 匿名 お米（30年産2㎏新潟こしひかり）
  2月  4日 匿名 タオル50枚
  2月  4日 匿名 お米10㎏
  2月  7日 豊島区理容組合女性部 雑巾34枚
  2月20日 カーブス要町駅前 食料品段ボール18箱（缶詰、瓶詰、レトルト、麺類、菓子他）
  2月20日 カーブス巣鴨 食料品段ボール6箱（缶詰、瓶詰、レトルト、麺類、菓子他）

寄附金2月（敬称略）
月　日 寄附者氏名 金額（円）

  2月  5日
公益社団法人
東京都宅地建物取引業協会
豊島区支部　支部長　山口 利昭

100,000

  2月  6日 匿名　未使用切手換金分 43,495

  2月  8日 豊島区仏教会 336,000

  2月13日 池袋本町末廣町会　末廣若睦会 620

  2月13日 区民ひろば豊成　
未使用切手換金分　 1,023

  2月13日 匿名　未使用切手換金分 4,495

  2月22日 小林 文子　未使用切手換金分　 10,380

  2月22日 使用済切手換金分 14,330

  2月22日 匿名　未使用切手換金分 854

  2月25日 匿名　未使用切手換金分　 5,286

  2月26日 ビストロ和　お客様一同 75,789

  2月27日 匿名 214

  2月28日 匿名　未使用切手換金分 86,731

合計 679,217

赤い羽根共同募金（敬称略）
寄附者氏名 金額（円）

各戸募金（町会・自治会） 8,848,515

街頭募金 86,430

としまスポーツまつり2018（募金箱） 12,723

豊島区聴覚障害者協会 4,240

豊島区立保育園園長会 3,385

豊島区社会福祉事業団（募金箱） 20,278

社会福祉法人豊芯会（募金箱） 1,089

北前そば　高田屋　池袋西口店（募金箱） 1,346

丸正商店（募金箱） 1,849

匿名（募金箱） 633

めぐみ保育園（募金箱） 341

わくわく保育園（募金箱） 9,770

区民ひろば等（募金箱） 24,457

職場募金（行政・社協） 148,965

預金利子 13

合計 9,164,034

歳末たすけあい・地域福祉募金（敬称略）
寄附者氏名 金額（円）

各戸募金（町会・自治会） 9,008,752

ふくし健康まつり（募金箱） 6,775

秋吉恵美コンサート（募金箱） 49,600

匿名 3,050

匿名 2,000

匿名 10,000

豊島区社会福祉事業団（募金箱） 20,281

北前そば　高田屋　池袋西口店（募金箱） 91

めぐみ保育園 31

わくわく保育園 1,970

匿名 21

区民ひろば等（募金箱） 21,736

職場募金（行政・社協） 127,380

預金利子 6

合計 9,251,693

広 告 募 集
広告名 規　格 広告掲載料

1号広告 タテおよそ  8㎝
ヨコおよそ  9㎝ 30,000円

2号広告 タテおよそ  8㎝
ヨコおよそ18㎝ 60,000円

年4回、各6,500部発行、豊島区民社協会員向けに配布
連続掲載可能　　　　　　　　　
詳しくは下記までお問合せください。

問合せ  豊島区民社会福祉協議会
　　　　　 TEL：03-3981-2930
� ※枠…掲載位置、大きさの目安

地域の活動「染井よしの町会」
　春を迎え桜の開花でピンクのウェーブ
となって日本列島を北上しています。
　樹木の寿命は成育する環境によって左
右され、特にソメイヨシノは交配種のた
め病気に弱く、人が手を掛けないと弱っ
てしまうそうです。
　また、春は新一年生が誕生します、新一
年生と入学式そして桜は良く似合います。
　子育ては家庭、学校、地域の相互の連携
と云われています、地域の一人ひとりが声掛
けや見守りを行い、子どもの「安心・安全な
環境」を創りたいものです。� （岡田　実）

編 集 後 記




